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３
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︑
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︑
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旧
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︒
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イ
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駐
車
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整
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森
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動
公
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︑
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手
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﹁
黒
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バッ
ケ
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板
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︒
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か
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登
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道
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︑
尾
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の
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登
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な
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﹁
ビ
ュ
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ポ
イ
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︒
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︑
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︑
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︑
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︒
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山
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︑
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っ
た
︒
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伐
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ュ
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ポ
イ
ン
ト
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作
っ

た
︒
汗
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拭
き
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す
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と
︑
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方
か
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今
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閉
校
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な
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河
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河
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守
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﹂
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︒
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は
︑
か
け
が
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な
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愛
し
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も
の
で
私
の
一
生
の
宝
で
す
︒

　檜
山 

浩

河
内
の
文
化
遺
産
を
守
る
会

黒
磯
バッ
ケ
の
想
い
出
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の
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葉
が
ダ
イ
コ
ン
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葉
に

似
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

る
が
？

高
野
山
で
茎
を
ホ
ー
キ
と

し
て
利
用
し
た

若
い
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の
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か
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黒
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る
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を
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が
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し
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な
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︑
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甘
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葉
の
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ダ
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ダ
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ラ
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シ
ダ

イ
ワ
ガ
ネ
ソ
ウ
　
ク
マ
ワ
ラ
ビ
　
マ
メ
ヅ
タ
な
ど

イ
チ
ョ
ウ
の
木
と

　
旧
町
屋
発
電
所

色
づ
い
た
山
肌
か
ら
見
下
ろ
す
町
屋
の
風
景

葉
が
ダ
イ
コ
ン
の
葉
に

似
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

る
が
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高
野
山
で
茎
を
ホ
ー
キ
と

し
て
利
用
し
た

若
い
緑
色
の
実
か
ら
お
歯

黒
に
す
る
液
を
と
っ
た

赤
い
実
は
き
れ
い
だ
が

お
い
し
く
な
い
の
を
鳥
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知
っ
て
い
て
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ん
で
食
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な
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︑
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ま
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ふ
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な
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序
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美
し
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葉
の
形
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亀
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キ
ッ
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ポ
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︵
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︶
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含
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︑
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熟
し
た
実
は
お
い
し
い
！

多
様
な
シ
ダ
植
物…

多
様
な
シ
ダ
植
物…

黒
磯
バッ
ケ
に
は

５０
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に
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が
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育
し
て
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る
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実
の
色
が

変
化
し
て
美
し
い

実
に
白
い
ヒ
ゲ
の

よ
う
な
も
の
が
つ
く

野
生
の
イ
ン
パ
チ
ェ
ン
ス

実
は
さ
わ
る
と
は
じ
け
る

ホ
ウ
セ
ン
カ
の
仲
間

日
本
古
来
の
も
の

最
近
は
外
来
の

オ
ッ
タ
チ
カ
タ
バ
ミ
が
多
い
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滝
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物
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ア
植
物
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点
在
！

雑
木
林
は
伐
採
さ
れ
︑
陽
ざ
し
が
射
し
込
ん
で
明
る
い
︒

伐
採
直
後
に
繁
茂
す
る
植
物
を
パ
イ
オ
ニ
ア
植
物
と
い
う

ヌ
ル
デ
　
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
　
ヤ
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ウ
ル
シ
な
ど
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目
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の
ま
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中
に
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け
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︒
実
は
雌
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に
つ
け
る

サ
ン
シ
ョ
ウ
に
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て
い
て

よ
り
香
り
が
強
い
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五
感
を
ひ
ら
く
・
自
然
体
験
の
ひ
と
と
き
‼

一
．ふ
れ
る
︑
二
．き
く
︑
三
．か
ぐ
︑
四
．み
る
︑

五
．あ
じ
わ
う
を
楽
し
も
う
︒

あ
ま
く
て
お
い
し
い 

ク
サ
イ
チ
ゴ

に
が
～
い 

ニ
ガ
キ
の
枝

茎
に
は
す
る
ど
い
ト
ゲ
が
あ
っ
て

さ
わ
る
と
ヒ
リ
ヒ
リ
し
て

な
か
な
か
と
れ
な
い 

イ
ラ
ク
サ

く
さ
～
い 

ク
サ
ギ

水
辺
か
ら
き
こ
え
る
鳥
の
よ
う
な
鳴
き
声

ヒ
ュ
ル
ル
～
！ 

カ
ジ
カ
ガ
エ
ル

ス
イ
カ
ズ
ラ
︑
ウ
ノ
ハ
ナ
の
甘
い
香
り

多
様
な
シ
ダ
は
フ
カ
フ
カ
︑
ザ
ラ
ザ
ラ
︑
ヤ
ワ
ヤ
ワ
︑

新
芽
は
色
・
形
も
さ
ま
ざ
ま
不
思
議
‼

サ
ン
シ
ョ
ウ
の
実
は
小
粒
で
も
ピ
リ
ッ
と

か
ら
い
ぞ
‼

ピ
ュ
～
と
滑
空 

ハ
ヤ
ブ
サ

つ
る
植
物
で
ス
ギ
な
ど
に

か
ら
み
つ
く

ヤ
マ
ノ
イ
モ
の
仲
間
で
実

が
変
わ
っ
て
い
る

シ
デ
の
仲
間
に
は
数
種
類

あ
る
が
︑
こ
の
種
類
は
葉

に
毛
が
多
い

漢
字
で
は〝
仙
洞
草
〟と

書
き
︑
山
奥
に
生
え
る

と
い
う
意
味

滑
入
橋

滑
入
橋

春
友
彫
刻
の
森

春
友
彫
刻
の
森

町
屋
橋

町
屋
橋

町屋の町並みと
里川の流れが
よ～く見えます！

町屋の町並みと
里川の流れが
よ～く見えます！

野
生
の
ア
ジ
サ
イ

ツ
ツ
ジ
の
仲
間

　 

ウ
ツ
ギ

　 

ウ
ツ
ギ

28

　 

ス
イ
カ
ズ
ラ

　 

ス
イ
カ
ズ
ラ

29

白
い
花
に
は
昆
虫
が
た
く

さ
ん
訪
れ
る

花
は
白
か
ら
黄
色
に
変

化
す
る

黒
磯
バッ
ケ

黒
磯
バッ
ケ

展
望
所

展
望
所

　 

ト
チ
バ
ニ
ン
ジ
ン

　 

ト
チ
バ
ニ
ン
ジ
ン

31昔
は
薬
草
の
一
種

　 

ウ
リ
ノ
キ

　 

ウ
リ
ノ
キ

30花
は
小
さ
く
て
目
立
た

な
い一

里
塚
の
木
︑成
長
が
早
い

昔
︑
樹
液
は
頭
髪
を
整
え
る

の
に
利
用
さ
れ
た
と
い
う

　 

ベ
ニ
バ
ナ

　
　
　
ツ
ク
バ
ネ
ウ
ツ
ギ

　 

ベ
ニ
バ
ナ

　
　
　
ツ
ク
バ
ネ
ウ
ツ
ギ

33尾
根
沿
い
の
限
ら
れ
た
場

所
に
生
え
る

25

22

19

18

23

17

20

21

16

コ
バン
ソ
ウ
よ
り
小
さ
い

花
を
戦
場
で
の
采
配
に
目

立
て
た

実
の
形
が〝
小
判
〟に
そ
っ

く
り

春
の
ア
ザ
ミ
の
代
表

ス
ミ
レ
の
仲
間
は
多
数
あ
る

が
︑
こ
の
種
類
は
最
も
普
通

に
見
ら
れ
る

い
ろ
と
り
ど
り
の
緑

実
は
甘
く
て
お
い
し
い

名
前
は
花
の
形
が
槍
の
よ

う
で
小
さ
い
こ
と
か
ら

茎
が
著
し
く
ザ
ラ
つ
く
の

が
特
徴

外
来
植
物
の
ひ
と
つ
で
急

激
に
増
え
て
い
る

路
ば
た
に
目
立
つ

園
芸
種
が
逃
げ
出
し
た

と
い
わ
れ
て
い
る
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マ
ノ
イ
モ
の
仲
間
で
実

が
変
わ
っ
て
い
る

シ
デ
の
仲
間
に
は
数
種
類

あ
る
が
︑
こ
の
種
類
は
葉

に
毛
が
多
い

漢
字
で
は〝
仙
洞
草
〟と

書
き
︑
山
奥
に
生
え
る

と
い
う
意
味

滑
入
橋

滑
入
橋

春
友
彫
刻
の
森

春
友
彫
刻
の
森

町
屋
橋

町
屋
橋

町屋の町並みと
里川の流れが
よ～く見えます！

町屋の町並みと
里川の流れが
よ～く見えます！

野
生
の
ア
ジ
サ
イ

ツ
ツ
ジ
の
仲
間

　 

ウ
ツ
ギ

　 

ウ
ツ
ギ

28

　 

ス
イ
カ
ズ
ラ

　 

ス
イ
カ
ズ
ラ

29

白
い
花
に
は
昆
虫
が
た
く

さ
ん
訪
れ
る

花
は
白
か
ら
黄
色
に
変

化
す
る

黒
磯
バッ
ケ

黒
磯
バッ
ケ

展
望
所

展
望
所

　 

ト
チ
バ
ニ
ン
ジ
ン

　 

ト
チ
バ
ニ
ン
ジ
ン

31昔
は
薬
草
の
一
種

　 

ウ
リ
ノ
キ

　 

ウ
リ
ノ
キ

30花
は
小
さ
く
て
目
立
た

な
い一

里
塚
の
木
︑成
長
が
早
い

昔
︑
樹
液
は
頭
髪
を
整
え
る

の
に
利
用
さ
れ
た
と
い
う

　 

ベ
ニ
バ
ナ

　
　
　
ツ
ク
バ
ネ
ウ
ツ
ギ

　 

ベ
ニ
バ
ナ

　
　
　
ツ
ク
バ
ネ
ウ
ツ
ギ

33尾
根
沿
い
の
限
ら
れ
た
場

所
に
生
え
る

25

22

19

18

23

17

20

21

16

コ
バン
ソ
ウ
よ
り
小
さ
い

花
を
戦
場
で
の
采
配
に
目

立
て
た

実
の
形
が〝
小
判
〟に
そ
っ

く
り

春
の
ア
ザ
ミ
の
代
表

ス
ミ
レ
の
仲
間
は
多
数
あ
る

が
︑
こ
の
種
類
は
最
も
普
通

に
見
ら
れ
る

い
ろ
と
り
ど
り
の
緑

実
は
甘
く
て
お
い
し
い

名
前
は
花
の
形
が
槍
の
よ

う
で
小
さ
い
こ
と
か
ら

茎
が
著
し
く
ザ
ラ
つ
く
の

が
特
徴

外
来
植
物
の
ひ
と
つ
で
急

激
に
増
え
て
い
る

路
ば
た
に
目
立
つ

園
芸
種
が
逃
げ
出
し
た

と
い
わ
れ
て
い
る

安嶋 隆・鴨志田 弘子・武藤 卓［自然観察・取材］



で
い
ま
す
︒常
陸
太
田
支
部
で

は
︑毎
年
︑パ
ル
テ
ィ
ホ
ー
ル
で

﹁
秋
季
盆
栽
展
﹂を
開
催
し
て
い

ま
す
︒針
葉
樹
︑落
葉
樹
︑葉
物
︑

実
物
︑花
物
等
を
︑展
示
し
︑来

場
し
た
方
々
に
盆
栽
の
醸
し
出

す
自
然
の
豊
か
さ
や
美
し
さ
を

感
じ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
︒盆

栽
を
作
り
上
げ
る
技
術
は
一
朝

一
夕
に
は
で
き
ま
せ
ん
︒著
名
な

盆
栽
愛
好
家
や
︑優
秀
な
技
術

を
持
つ
園
芸
業
者
を
訪
ね
︑視
察

研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
︒ま
た
︑

　
徳
田
は
当
初
小
妻
村
の
延

長
と
し
て
小
妻
村
や
近
隣
諸

村
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
開
発
さ

れ
た
た
め
︑
小
妻
新
町
と
呼

ば
れ
た
後
に
新
町
村
と
し
て

独
立
し
た
︒

　
開
発
の
年
代
は
定
か
で
な
い

が
︑寛
永
十
二
年
︵
一
六
三
五
︶

徳
田
﹃
常
陸
太
田
市
徳
田
町
﹄

31

川
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と
く
だ

は
な
も
の

み
も
の
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6

の
史
料
に
荒
町
︵
新
町
︶
村
と
の
記
載
が
あ
る
の
で
近
世
の

初
頭
に
開
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒

　
開
発
当
初
は
︑
里
川
の
東
側
の
低
地
に
宿
並
み
を
形
成
し

て
い
た
︒
し
か
し
︑
度
重
な
る
洪
水
に
よ
り
︑
上
と
下
に
か

か
る
橋
が
流
さ
れ
︑
人
々
は
悩
ま
さ
れ
た
︒
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
新
町
は
い
つ
し
か
荒
町
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
そ

こ
で
水
害
に
悩
ま
さ
れ
た
村
民
は
宿
並
み
を
現
在
地
の
里
川

西
側
に
移
す
こ
と
を
藩
に
願
い
出
て
許
さ
れ
︑
寛
文
四
年
︵
一

六
六
四
︶
に
移
っ
た
︒

　
し
か
し
そ
の
後
︑
た
び
た
び
火
災
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら

貞
享
四
年
︵
一
六
八
七
︶
村
民
が
一
体
と
な
っ
て
村
名
の
変

更
を
願
い
出
て
︑新
町
村
を
徳
田
村
に
改
め
た
と
い
わ
れ
て
い
る
︒

　
徳
田
の
語
源
に
つ
い
て
︑
郷
土
史
研
究
家
の
瀬

谷
房
之
助
氏
は
︑﹃
里
美
地
名
の
旅
﹄
の
中
で
地

名
は
吉
︑利
︑友
な
ど
の
好
字
や
福
︑富
︑得
︵
徳
︶

な
ど
の
縁
起
を
願
っ
た
も
の
が
多
く
用
い
ら
れ
︑

徳
田
の
場
合
︑
土
地
の
開
墾
が
終
わ
り
多
く
の
作

物
が
得
︵
徳
︶
ら
れ
る
と
の
思
い
か
ら
名
付
け
ら

れ
た
よ
う
だ
と
述
べ
て
い
る
︒

　
盆
栽
は
︑鉢
植
え
の
樹
木
で
︑千
年

以
上
前
に
中
国
か
ら
伝
来
し
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
︒盆
栽
の
究
極
の
ゴ
ー
ル

は
大
自
然
の
樹
木
を
︑理
想
の
姿
に
小

型
化
し
︑現
実
の
も
の
と
し
て
表
現
す

る
事
だ
と
︑前
支
部
長
の
安
島
節
郎
さ

ん
は
言
い
ま
す
︒社
団
法
人
日
本
盆
栽

協
会
常
陸
太
田
支
部
は
︑盆
栽
愛
好
家

四
十
七
名
で
昭
和
五
十
六
年
に
発
足

し
て
い
ま
す
︒盆
栽
に
向
き
合
う
と
き

は
常
に﹁
空
間
有
美
﹂と
い
う
言
葉
を

念
頭
に
︑枝
と
幹
の
空
間
の
美
し
さ
を

い
か
に
見
出
す
か
を
考
え
て
取
り
組
ん

常
陸
太
田

     

S
U
N
S
ミ
ニ
バス
少
年
団

萩
谷 

浩
司

　
機
初
小
学
校
体
育
館
で
活
動
す
る

S
U
N
S
は
小
学
生
女
子
の
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
で
す
︒平
成
七
年

に
指
導
者
の
阿
部
さ
ん
た
ち
バ
ス
ケ
経

験
者
が
市
内
で
も
バ
ス
ケ
が
で
き
る
場

所
を
作
ろ
う
と
始
め
ま
し
た
︒設
立
し

て
数
年
後
に
は
県
大
会
で
優
勝
す
る

な
ど
県
内
で
も
強
豪
チ
ー
ム
に
成
長
し

た
S
U
N
S
︒阿
部
さ
ん
は
特
に
基
礎

練
習
を
し
っ
か
り
と
教
え
て
い
て
︑中

学
校
で
バ
ス
ケ
部
に
い
る
と﹁
S
U
N
S

人員構成／18名　活動日／年四回（展示会・講習会）

活動場所／講習会：生涯学習センター

               展示会：パルティホール

活動費・年会費／年会費16,000円

連絡先／会長：川崎健之助  0294-72-6033　

常陸太田市教育委員会文化課  0294-72-3201

練習日／火、木曜（18:00～20:00）

             土、日曜（9:00～12:00）

場所／機初小学校体育館

団員数／小学生女子10名

問い合わせ／阿部幸江（携帯：090-7712-8271）

会
員
相
互
で
技
術
講
習
会
を
開
催

し
情
報
交
換
を
し
て
盆
栽
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
︒

　
盆
栽
に
興
味
の
あ
る
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
︒

で
や
っ
て
い
た
ね
﹂と
言
わ
れ
る

ほ
ど
だ
そ
う
で
す
︒

　
ま
た
︑バ
ス
ケ
を
通
じ
て
活
動

方
針
で
あ
る
四
つ
の
心︵
素
直
な

心
︑頑
張
る
心
︑思
い
や
る
心
︑

感
動
で
き
る
心
︶や
︑マ
ナ
ー
や

あ
い
さ
つ
と
い
っ
た
社
会
教
育

を
身
に
つ
け
る
こ
と
も
大
切
に

指
導
さ
れ
て
い
ま
す
︒﹁
一
人
一

人
が
自
分
の
目
的
に
向
か
っ
て

努
力
し
︑そ
の
結
果
が
勝
利
に
結

び
つ
き
チ
ー
ム
全
員
で
感
動
を
分
か

ち
合
え
る
の
は
ひ
と
し
お
で
す
︒﹂と

阿
部
さ
ん
は
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
︒

日
本
盆
栽
協
会
太
田
支
部

﹇
取
材
﹈

黒
羽 
文
男

﹇
取
材
﹈



で
い
ま
す
︒常
陸
太
田
支
部
で

は
︑毎
年
︑パ
ル
テ
ィ
ホ
ー
ル
で

﹁
秋
季
盆
栽
展
﹂を
開
催
し
て
い

ま
す
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葉
樹
︑落
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樹
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物
︑

実
物
︑花
物
等
を
︑展
示
し
︑来

場
し
た
方
々
に
盆
栽
の
醸
し
出

す
自
然
の
豊
か
さ
や
美
し
さ
を

感
じ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
︒盆

栽
を
作
り
上
げ
る
技
術
は
一
朝

一
夕
に
は
で
き
ま
せ
ん
︒著
名
な

盆
栽
愛
好
家
や
︑優
秀
な
技
術

を
持
つ
園
芸
業
者
を
訪
ね
︑視
察

研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
︒ま
た
︑

　
徳
田
は
当
初
小
妻
村
の
延

長
と
し
て
小
妻
村
や
近
隣
諸

村
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
開
発
さ

れ
た
た
め
︑
小
妻
新
町
と
呼

ば
れ
た
後
に
新
町
村
と
し
て

独
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し
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︒
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定
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陸
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村
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の
記
載
が
あ
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の
で
近
世
の

初
頭
に
開
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒

　
開
発
当
初
は
︑
里
川
の
東
側
の
低
地
に
宿
並
み
を
形
成
し

て
い
た
︒
し
か
し
︑
度
重
な
る
洪
水
に
よ
り
︑
上
と
下
に
か

か
る
橋
が
流
さ
れ
︑
人
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は
悩
ま
さ
れ
た
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こ
う
し
た
こ
と

か
ら
新
町
は
い
つ
し
か
荒
町
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
そ

こ
で
水
害
に
悩
ま
さ
れ
た
村
民
は
宿
並
み
を
現
在
地
の
里
川

西
側
に
移
す
こ
と
を
藩
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願
い
出
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許
さ
れ
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寛
文
四
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一

六
六
四
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に
移
っ
た
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し
か
し
そ
の
後
︑
た
び
た
び
火
災
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら

貞
享
四
年
︵
一
六
八
七
︶
村
民
が
一
体
と
な
っ
て
村
名
の
変

更
を
願
い
出
て
︑新
町
村
を
徳
田
村
に
改
め
た
と
い
わ
れ
て
い
る
︒

　
徳
田
の
語
源
に
つ
い
て
︑
郷
土
史
研
究
家
の
瀬

谷
房
之
助
氏
は
︑﹃
里
美
地
名
の
旅
﹄
の
中
で
地

名
は
吉
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︑友
な
ど
の
好
字
や
福
︑富
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徳
︶

な
ど
の
縁
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を
願
っ
た
も
の
が
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れ
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徳
田
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場
合
︑
土
地
の
開
墾
が
終
わ
り
多
く
の
作
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が
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︵
徳
︶
ら
れ
る
と
の
思
い
か
ら
名
付
け
ら

れ
た
よ
う
だ
と
述
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て
い
る
︒

　
盆
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は
︑鉢
植
え
の
樹
木
で
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年

以
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に
中
国
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ら
伝
来
し
た
と
言
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れ
て
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す
︒盆
栽
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ル
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会
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る
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と
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後
に
は
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勝
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内
で
も
強
豪
チ
ー
ム
に
成
長
し

た
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S
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部
さ
ん
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に
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礎
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を
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り
と
教
え
て
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て
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学
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で
バ
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ケ
部
に
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互
で
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り
に
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ん
で
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ま
す
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盆
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に
興
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の
あ
る
方
を
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集
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て
い
ま
す
︒

で
や
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て
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た
ね
﹂と
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る

ほ
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だ
そ
う
で
す
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ま
た
︑バ
ス
ケ
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通
じ
て
活
動

方
針
で
あ
る
四
つ
の
心︵
素
直
な

心
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張
る
心
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い
や
る
心
︑

感
動
で
き
る
心
︶や
︑マ
ナ
ー
や

あ
い
さ
つ
と
い
っ
た
社
会
教
育

を
身
に
つ
け
る
こ
と
も
大
切
に

指
導
さ
れ
て
い
ま
す
︒﹁
一
人
一

人
が
自
分
の
目
的
に
向
か
っ
て

努
力
し
︑そ
の
結
果
が
勝
利
に
結

び
つ
き
チ
ー
ム
全
員
で
感
動
を
分
か

ち
合
え
る
の
は
ひ
と
し
お
で
す
︒﹂と

阿
部
さ
ん
は
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
︒

日
本
盆
栽
協
会
太
田
支
部

﹇
取
材
﹈

黒
羽 

文
男

﹇
取
材
﹈
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了
誉
上
人
と
直
牒
洞

じ
き

て
つ
ど
う

新
太
田
点
描
22

　

浄
土
宗
中
興
の
祖
と
言
わ
れ
て
い
る
了
誉
上
人
は

金
砂
郷
地
区
松
栄
町
久
慈
川
の
対
岸
、
当
時
の
那
珂
郡

上
岩
瀬
村
に
あ
っ
た
岩
瀬
城
の
城
主
白
石
志
摩
守
の
子

と
し
て
暦
応
四
年
（
一
三
四
一
）
に
生
ま
れ
た
。
時
あ

た
か
も
南
北
朝
の
戦
乱
期
に
あ
り
城
は
落
城
し
て
父
は

死
亡
し
、
幼
か
っ
た
了
誉
は
戦
禍
か
ら
逃
れ
て
瓜
連
の

常
福
寺
に
入
り
了
実
上
人
に
弟
子
入
り
し
た
。

そ
の
後
、
諸
国
を
巡
り
名
僧
・
高
僧
の
も
と
で
修
業

に
励
み
、
や
が
て
故
郷
に
戻
り
久
慈
郡
松
栄
村
の
香
仙

寺
裏
山
の
洞
窟
直
牒
洞
に
籠
も
り
浄
土
宗
の
教
義
確
立

の
た
め
の
研
究
と
著
述
に
専
念
し
た
。

法
然
上
人
を
開
祖
と
す
る
浄
土
宗
は
、
そ
れ
ま
で

民
衆
の
間
で
は
俗
宗
・
俗
教
等
の
認
識
で
し
か
な
く
独

立
し
た
仏
教
宗
派
と
し
て
は
み
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

が
、
了
誉
上
人
の
功
績
に
よ
っ
て
宗
派
の
確
立
が
な
さ

れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
了
誉
上
人
は
子
供
の
時
か
ら
額
に
三
日

月
の
形
を
し
た
傷
が
あ
っ
た
の
で
別
名
を
三
日
月
上
人

と
も
云
は
れ
て
い
た
。
上
人
が
直
牒
洞
で
読
書
や
著
述

に
専
念
し
て
い
て
辺
り
が
暗
く
な
る
と
、
額
の
三
日
月

か
ら
光
を
発
し
た
の
で
暗
闇
で
も
何
等
の
妨
げ
に
も
な

ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

元
中
四
年
（
一
三
八
七
）
了
誉
上
人
は
、
了
実
上
人

の
跡
目
を
継
い
で
常
福
寺
の
第
二
世
と
な
り
次
い
で
江

戸
伝
通
院
の
住
職
を
務
め
る
な
ど
し
て
浄
土
宗
教
義
の

研
究
発
展
と
布
教
活
動
、
弟
子
の
育
成
等
に
携
わ
り
、

応
永
二
十
七
年
（
一
四
二
〇
）
そ
の
生
涯
を
閉
じ
て

い
る
。
享
年
八
十
歳
。

さ
て
、
時
は
移
り
江
戸
時
代
に
な
る
と
文
政
五
年

（
一
八
二
二
）、
了
誉
上
人
の
生
涯
と
活
動
を
世
間
に

広
め
る
た
め
に
方
誉
上
人
に
よ
っ
て
『
伝
通
開
山
　

了
誉
上
人
絵
詞
伝
（
乾
・
坤
）』
が
編
纂
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
上
人
の
功
績
が
広
く
庶
民
の
間
に
も

知
れ
渡
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
こ
こ
に
、
こ
の
本
の
編
さ
ん
時
期
の
も
の
で
あ

ろ
う
か
一
通
の
書
簡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
内
容
を

掻
い
摘
ん
で
み
る
と
了
誉
上
人
の
地
元
で
の
動
静
に

つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
宛
名
・

差
出
人
共
に
不
明
で
あ
る
。

し
か
し
巻
末
に
は
水
戸
の
岩
田
咸
章
堂
主
人
岩

田
健
文
の
添
え
書
き
が
あ
る
こ
と
や
、
小
宮
山
楓
軒

の
「
水
府
志
料

－

大
里
組

－

」
の
草
稿
の
中
か
ら
見

つ
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
差
出
人
は
、
楓
軒
の
実
弟

で
当
時
大
里
組
郡
奉
行
だ
っ
た
入
江
忠
八
郎
正
身

か
、
ま
た
受
取
人
は
小
宮
山
楓
軒
で
あ
ろ
う
。
参
考

ま
で
に
写
真
を
載
せ
て
お
く
。�

（
吉
成
英
文
）『了誉上人絵詞傳』の一部

了誉上人の動静を記した書簡（ひたちなか市　大山富彌氏 所蔵）


